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は
じ
め
に

二
〇
一
七
年
三
月
三
一
日
、
日
本
政
府
は
「
憲
法
や
教
育
基
本
法
等
に
反
し
な
い
よ
う
な
形
で
教
育
に
関
す
る
勅
語

を
教
材
と
し
て
用
い
る
こ
と
ま
で
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
」
と
い
う
閣
議
決
定
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
閣
議
決

定
は
、
教
育
勅
語
の
教
材
と
し
て
の
使
用
を
容
認
す
る
道
を
開
い
た
と
も
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
事
件
」
の
直
接
的
な
き
っ
か
け
は
、
大
阪
府
豊
中
市
の
国
有
地
売
却
を
め
ぐ
る
疑
惑
報
道
で
す
。
そ
の
地
に

小
学
校
を
建
設
し
よ
う
と
し
て
い
た
「
森
友
学
園
」
の
幼
稚
園
で
教
育
勅
語
を
暗
唱
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
テ
レ
ビ

に
映
し
出
さ
れ
、
耳
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
国
会
で
も
こ
の
学
校
法
人
の
教
育
の
あ
り
方
が
議
論
に
な
り
、
教
育
勅

語
と
は
何
か
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
勅
語
は
公
式
に
は
「
教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語
」
と
い
い
、
一
八
九
〇（
明
治
二
三
）年
に
明
治
天
皇
の
名
で
国
民
道

徳
の
根
源
、
教
育
の
基
本
理
念
を
示
し
た
も
の
で
、
人
び
と
の
う
え
に
、
大
き
な
力
を
ふ
る
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
く
に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
時
に
は
極
端
に
神
聖
化
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
当
時
、
学
校
で
教
育
勅
語
を
暗
唱
さ
せ

ら
れ
た
記
憶
を
も
つ
方
が
現
在
も
ご
存
命
で
す
。

教
育
勅
語
は
戦
後
日
本
の
民
主
主
義
と
は
相
容
れ
な
い
存
在
と
し
て
、
全
否
定
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
も
の
の
は
ず
で

し
た
。
し
か
し
歴
史
を
繙ひ

も
とく

と
、
戦
後
ま
も
な
い
時
期
か
ら
、
教
育
勅
語
を
擁
護
す
る
議
論
は
折
に
ふ
れ
息
を
吹
き
返

し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
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全
文
三
一
五
字
の
、
法
律
で
は
な
い
「
君
主
の
著
作
」（
井
上
毅こ
わ
し

）が
な
ぜ
か
く
も
力
を
も
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
一

部
の
人
が
信
奉
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
人
を
呪
縛
し
つ
づ
け
て
い
る
よ
う
な
何
か
を
、
教
育
勅
語
が
発
し
て
い
る

か
ら
な
の
で
は
な
い
か
。
本
書
は
そ
ん
な
問
題
関
心
に
も
と
づ
き
、
教
育
勅
語
に
つ
い
て
多
様
な
切
り
口
か
ら
検
証
す

る
も
の
で
す
。

第
Ⅰ
部
で
は
、
教
育
勅
語
の
成
立
事
情
と
内
容
を
解
説
し
、
続
い
て
教
育
勅
語
と
「
国
家
神
道
」
の
関
係
に
つ
い
て

検
討
を
加
え
ま
す
。

第
Ⅱ
部
で
は
、
教
育
勅
語
か
ら
派
生
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
歴
史
、
思
想
、
政
治
、
家
族
観
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

着
目
点
に
も
と
づ
く
論
考
を
集
め
ま
し
た
。

第
Ⅲ
部
で
は
、
近
年
の
日
本
の
政
治
、
教
育
、
社
会
の
変
化
に
つ
い
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
き
た
論
者
た
ち
が
、
教
育

勅
語
が
現
代
に
投
げ
か
け
る
問
題
を
掘
り
下
げ
ま
す
。

日
本
社
会
に
と
っ
て
教
育
勅
語
と
は
何
な
の
か
。
日
本
の
歴
史
、
社
会
の
行
く
末
、
日
本
人
と
は
何
か
を
考
え
る
う

え
で
、
本
書
が
新
た
な
発
見
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

二
〇
一
七
年
一
一
月

�

岩
波
書
店
編
集
部
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教
育
勅
語
の
構
造

高
橋
陽
一

は
じ
め
に

不
磨
の
大
典

不ふ

磨ま

の
大
典
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
磨
く
必
要
が
な
い
文
書
、
変
更
す
る
必
要
が
な
い
偉
大
な
法
典
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
一
八
八
九（
明
治
二
二
）年
、
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布
に
あ
た
っ
て
出
さ
れ
た
憲
法
発
布
勅
語
に
、「
現
在
及
将
来

の
臣
民
に
対
し
、
此
の
不
磨
の
大
典
を
宣
布
す
」
と
あ
る
。
天
皇
の
名
を
も
っ
て
定
め
て
臣
民
に
公
布
し
た
欽
定
憲
法

と
し
て
、
大
日
本
帝
国
憲
法
は
未
来
永
劫
に
変
更
の
な
い
法
典
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
実
際
に
、
明
治
、
大
正
、
昭
和

戦
中
期
に
至
る
ま
で
、
一
言
一
句
も
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。

た
だ
、
不
磨
の
大
典
に
も
磨
く
た
め
の
規
定
が
あ
っ
た
。
第
七
十
三
条
の
改
正
規
定
で
あ
る
。
こ
の
通
り
の
手
順
で

名
称
も
内
容
も
す
べ
て
改
め
る
、「
全
部
改
正
」
と
呼
ぶ
法
手
続
で
成
立
し
た
の
が
、
現
在
の
日
本
国
憲
法
で
あ
る
。

国
民
主
権
と
平
和
主
義
と
基
本
的
人
権
が
原
則
と
な
る
今
の
憲
法
は
、
と
て
も
大
日
本
帝
国
憲
法
を
磨
い
て
出
て
き
た

と
は
見
な
せ
な
い
た
め
、
日
本
国
憲
法
の
成
立
を
も
っ
て
「
憲
法
改
正
」
と
呼
ぶ
人
は
少
な
い
。
東
京
大
学
法
学
部
教

授
の
宮み

や

澤ざ
わ

俊と
し

義よ
し

は
「
八
月
革
命
」
と
さ
え
言
っ
た
。
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み
か
ゝ
す
は　

玉
も
か
ゝ
み
も　

な
に
か
せ
ん　

学
ひ
の
道
も　

か
く
こ
そ
有
け
れ

一
八
七
五（
明
治
八
）年
、
東
京
女
子
師
範
学
校
に
昭
憲
皇
太
后
が
贈
っ
た
和
歌
で
あ
る
。
現
在
も
、
お
茶
の
水
女
子

大
学
の
校
歌
「
み
が
か
ず
ば
」
と
し
て
歌
い
継
が
れ
て
い
る
。
大
日
本
帝
国
憲
法
制
定
の
一
四
年
前
の
、
こ
の
明
治
天

皇
夫
人
の
歌
は
暗
示
的
で
あ
る
。
磨
か
な
い
で
は
玉
も
鏡
も
役
に
立
た
な
い
の
だ
か
ら
、
学
び
の
道
も
同
じ
で
あ
り
、

磨
け
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

不
磨
の
大
典
た
る
大
日
本
帝
国
憲
法
を
磨
い
た
の
は
、
こ
の
、
学
び
の
道
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
憲
法
の
解
釈
と
適

用
を
研
究
す
る
憲
法
学
で
あ
る
。
憲
法
起
草
の
中
心
人
物
で
あ
る
井
上
毅こ

わ
し（

一
八
四
四
―
一
八
九
五
）が
書
き
上
げ
て
伊

藤
博
文
の
名
で
刊
行
さ
れ
た
『
帝
国
憲
法
義
解
』（
国
家
学
会
、
一
八
八
九
年
。
一
九
四
〇
年
に
宮
澤
俊
義
の
解
説
付
き
で
『
憲

法
義
解
』
と
し
て
岩
波
文
庫
に
収
録
）が
最
初
期
の
有
権
解
釈
と
な
り
、
そ
の
後
も
学
者
た
ち
の
憲
法
学
研
究
で
磨
か
れ
て

い
く
。
起
草
時
の
規
範
た
る
ド
イ
ツ
憲
法
学
の
通
説
で
あ
る
国
家
法
人
説
で
磨
く
の
が
当
然
の
は
ず
だ
が
、
実
は
大
日

本
帝
国
憲
法
に
お
い
て
国
家
と
天
皇
の
関
係
は
論
争
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
の
学
問
の
世
界
で
は
、
東
京
帝
国
大

学
の
憲
法
学
の
権
威
、
美
濃
部
達
吉
を
天
皇
機
関
説
の
主
張
を
理
由
に
追
放
す
る
事
件
す
ら
起
こ
る
。
そ
の
後
継
者
で

あ
る
宮
澤
俊
義
が
、
新
憲
法
を
革
命
と
持
ち
上
げ
た
気
持
ち
も
理
解
で
き
よ
う
。

大
日
本
帝
国
憲
法
の
弟
妹
と
し
て
の
教
育
勅
語

憲
法
学
は
官
僚
や
法
学
者
に
と
っ
て
は
重
大
で
あ
る
が
、
よ
り
広
範
な
民
衆
に
学
び
の
道
を
徹
底
し
た
の
が
教
育
勅
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語
で
あ
る
と
い
え
る
。
教
育
勅
語
は
帝
国
憲
法
公
布
の
翌
年
、
一
八
九
〇（
明
治
二
三
）年
一
〇
月
三
〇
日
に
発
せ
ら
れ

た
。
海か

い

後ご

宗と
き

臣お
み

が
大
著
『
教
育
勅
語
成
立
史
の
研
究
』（
私
家
版
一
九
六
五
年
、『
海
後
宗
臣
著
作
集
』
第
一
〇
巻
収
録
）で
明

ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
同
年
二
月
に
地
方
長
官
会
議
の
「
徳
育
涵
養
ノ
義
ニ
付
建
議
」
を
直
接
の
契
機
と
し
て
教
育
勅

語
の
準
備
が
始
ま
る
。
文
部
大
臣
芳よ

し

川か
わ

顕あ
き

正ま
さ

が
『
西
国
立
志
編
』
と
い
う
西
洋
の
立
志
伝
の
翻
訳
で
青
年
を
奮
起
さ
せ

た
中
村
正ま

さ

直な
お

に
、
そ
の
起
草
を
依
頼
し
た
。
し
か
し
、
中
村
の
徳
育
に
関
す
る
箴し
ん

言げ
ん

は
、
宗
教
や
哲
学
に
及
ぶ
の
で
却

下
と
な
っ
た
。

中
村
正
直
案
が
却
下
さ
れ
た
あ
と
、
井
上
毅
の
原
案
に
基
づ
き
、
明
治
天
皇
の
侍
講
・
侍
補
を
務
め
た
元も

と

田だ

永な
が

孚ざ
ね

（
一
八
一
八
―
一
八
九
一
）が
何
度
も
手
を
入
れ
て
、
練
り
あ
げ
て
い
く
。
井
上
毅
に
よ
っ
て
、
教
育
勅
語
は
「
君
主
の
著

作
」
と
し
て
、
す
な
わ
ち
正
規
の
法
令
や
大
日
本
帝
国
憲
法
で
大
臣
の
副
署
が
求
め
ら
れ
る
詔
勅
と
は
異
な
る
位
置
づ

け
で
、
作
ら
れ
て
い
っ
た
。

元
田
と
井
上
に
は
深
い
因
縁
が
あ
る
。
一
八
七
九（
明
治
一
二
）年
、
儒
学
復
興
の
立
場
か
ら
元
田
永
孚
は
、
明
治
天

皇
の
意
志
を
受
け
た
と
す
る
「
教
学
聖
旨
」
を
伊
藤
博
文
に
示
し
た
。
ま
さ
に
明
治
天
皇
の
名
を
掲
げ
た
教
育
勅
語
の

嚆こ
う

矢し

を
な
す
動
き
で
あ
る
。
伊
藤
博
文
は
井
上
毅
に
起
草
さ
せ
た
「
教
育
議
」
を
反
論
と
し
て
提
出
し
た
。
自
由
民
権

運
動
が
始
ま
る
な
か
、
儒
学
流
の
道
徳
も
ま
た
政
治
上
の
議
論
を
激
し
く
す
る
だ
け
だ
と
す
る
伊
藤
博
文
側
の
反
論
で

あ
る
。
こ
の
政
府
内
の
教
学
聖
旨
論
争
は
、
外
部
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
な
く
、
密
室
の
な
か
で
消
え
て
し
ま
う
。

西
洋
モ
デ
ル
の
国
家
の
近
代
化
と
、
近
代
化
の
動
揺
と
言
え
る
自
由
民
権
運
動
へ
の
対
応
は
、
伊
藤
博
文
ら
が
大
日

本
帝
国
憲
法
を
準
備
さ
せ
た
大
き
な
動
機
で
あ
る
。
一
八
八
一（
明
治
一
四
）年
の
「
国
会
開
設
の
詔
み
こ
と
の
り」

は
、
一
八
九
〇

（
明
治
二
三
）年
の
国
会
開
設
の
公
約
で
あ
る
と
と
も
に
欽
定
憲
法
準
備
の
宣
言
と
し
て
、
伊
藤
博
文
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
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ブ
の
も
と
で
井
上
毅
が
起
草
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
元
田
永
孚
は
、
明
治
天
皇
の
意
を
受
け
た
か
た
ち
で
『
幼
学
綱
要
』（
宮
内
省
、
一
八
八
二
年
）や
『
婦ふ
じ

女ょ
か

鑑が
み

』

（
宮
内
省
、
一
八
八
七
年
）と
い
う
倫
理
書
を
編
纂
し
、
天
皇
の
権
威
の
も
と
で
の
儒
教
的
な
徳
目
の
復
活
を
企
画
す
る
。

こ
れ
ら
の
編
纂
に
あ
た
り
洋
学
者
の
西
村
茂
樹
に
協
力
を
求
め
、
近
代
化
の
前
提
と
し
て
の
欧
米
の
倫
理
知
識
や
西
洋

の
英
雄
と
淑
女
の
伝
記
を
掲
載
す
る
こ
と
は
、
も
は
や
元
田
永
孚
に
と
っ
て
も
不
可
欠
の
前
提
と
な
っ
て
い
た
。

欧
米
モ
デ
ル
を
移
入
す
る
役
割
を
担
っ
た
近
代
官
僚
の
井
上
毅
も
、
宮
中
か
ら
道
徳
教
育
を
動
か
そ
う
と
す
る
元
田

永
孚
も
、
と
も
に
熊
本
士
族
出
身
で
あ
り
、
幕
末
の
横よ

こ

井い
し

小ょ
う

楠な
ん

で
知
ら
れ
る
熊
本
儒
学
の
流
れ
に
あ
る
。
大
攘
夷
を
掲

げ
て
西
洋
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
格
闘
し
た
小
楠
の
立
場
は
、
定
着
し
た
儒
教
道
徳
と
西
洋
モ
デ
ル
の
近
代
化
と
を
ど
う
組

み
合
わ
せ
る
か
と
い
う
課
題
に
直
結
す
る
。

教
育
勅
語
は
、
大
日
本
帝
国
憲
法
の
翌
年
に
産
ま
れ
た
、
そ
の
弟
妹
と
言
え
る
。
不
磨
の
大
典
を
自
称
し
た
大
日
本

帝
国
憲
法
は
、
磨
く
た
め
の
改
正
規
定
を
持
っ
て
い
た
か
ら
、
日
本
国
憲
法
へ
と
全
部
改
正
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

君
主
の
著
作
と
し
て
出
さ
れ
た
教
育
勅
語
に
は
法
令
と
し
て
の
改
正
や
廃
止
と
い
う
手
続
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
た
め
、

大
日
本
帝
国
憲
法
を
磨
く
学
び
の
道
を
示
し
た
教
育
勅
語
の
ほ
う
が
、
不
磨
の
大
典
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

綸
言
汗
の
如
し

勅
語
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
君
主
の
言
葉
は
、
綸り

ん

言げ
ん

汗
の
如
し
と
言
わ
れ
る
。
儒
教
の
経
典
『
礼ら
い

記き

』
な
ど
を
出
典
と

す
る
こ
の
言
葉
は
、『
平
家
物
語
』
な
ど
で
も
使
わ
れ
、
こ
と
わ
ざ
と
し
て
定
着
し
た
。
君
主
の
言
葉
の
重
み
を
太
い

糸
に
喩
え
て
、
一
度
言
っ
た
言
葉
は
汗
が
体
内
に
戻
ら
な
い
よ
う
に
、
変
更
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
君
主
の
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言
葉
の
絶
対
性
は
、
不
磨
の
大
典
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

契
約
書
の
よ
う
に
甲
乙
双
方
の
当
事
者
が
権
利
義
務
な
ど
を
合
意
し
て
効
力
を
持
つ
文
書
と
は
明
確
に
異
な
り
、
君

主
の
言
葉
は
、
治
者
と
被
治
者
の
不
平
等
な
関
係
を
前
提
と
し
て
発
せ
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
権
力
者
の
宣
言
ど
お
り
に

実
現
し
な
い
こ
と
も
多
い
か
ら
、
官
僚
組
織
や
会
議
体
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。
中
国
史
は
王
命
の
文
書
作
成
機
構
史
と

い
え
る
し
、
大
日
本
帝
国
憲
法
が
帝
国
議
会
の
形
成
を
前
提
と
し
た
こ
と
も
象
徴
的
で
あ
る
。

大
日
本
帝
国
憲
法
は
、
第
一
条
の
天
皇
の
統
治
権
や
第
三
条
の
天
皇
の
神
聖
不
可
侵
で
始
ま
る
の
で
、
天
皇
の
命
令

た
る
勅
令
は
よ
ほ
ど
強
い
の
だ
ろ
う
と
誤
解
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
五
条
で
立
法
権
は
帝
国
議
会
の
協
賛
が

必
要
だ
と
書
い
て
あ
り
、
第
九
条
で
勅
令
は
法
律
の
下
位
に
あ
る
と
明
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
八
条
に
あ
る
と
お

り
、
法
律
と
同
等
の
緊
急
勅
令
を
出
し
た
場
合
は
、
次
の
議
会
で
承
諾
さ
れ
な
い
と
無
効
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

こ
の
勅
令
よ
り
も
、
詔
書
や
勅
語
な
ど
の
詔
勅
は
さ
ら
に
法
的
拘
束
力
が
軽
い
。
し
か
も
第
五
十
五
条
で
は
、
天
皇

が
法
律
や
勅
令
や
そ
の
他
「
国
務
ニ
関
ル
詔
勅
」
を
出
す
と
き
に
も
、
大
臣
の
副
署
が
必
要
だ
と
規
定
し
て
あ
る
。
日

本
国
憲
法
の
国
事
行
為
の
よ
う
な
制
限
が
つ
く
わ
け
で
あ
る
。

ち
な
み
に
教
育
勅
語
が
出
さ
れ
た
一
八
九
〇（
明
治
二
三
）年
一
〇
月
三
〇
日
は
、
大
日
本
帝
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
た

一
八
八
九（
明
治
二
二
）年
二
月
一
一
日
と
、
施
行
期
日
と
さ
れ
た
「
明
治
二
十
三
年
」
の
「
議
会
開
会
ノ
時
」
で
あ
る

一
八
九
〇（
明
治
二
三
）年
一
一
月
二
九
日
の
間
な
の
だ
か
ら
、
教
育
勅
語
に
は
施
行
前
の
大
日
本
帝
国
憲
法
が
適
用
さ

れ
て
は
い
な
い
の
だ
と
い
う
法
解
釈
論
は
成
立
し
う
る
。

た
だ
し
、
こ
の
議
論
は
あ
ま
り
意
味
が
な
か
ろ
う
。
も
と
よ
り
法
律
や
勅
令
よ
り
も
国
務
に
つ
い
て
の
詔
勅
は
法
的

拘
束
力
が
低
い
し
、
副
署
の
な
い
詔
勅
は
従
来
か
ら
多
く
出
さ
れ
て
い
る
。
一
八
八
一（
明
治
一
四
）年
の
「
国
会
開
設
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の
詔
」
は
、「
奉
勅
」
と
記
し
て
太
政
大
臣
三
条
実さ
ね

美と
み

が
署
名
し
て
い
る
が
、
教
育
に
関
し
て
は
、
今
日
の
「
お
言
葉
」�

の
よ
う
に
、
儀
式
な
ど
で
は
口
頭
で
発
せ
ら
れ
て
記
録
さ
れ
た
も
の
が
従
来
か
ら
た
く
さ
ん
あ
る
。
御
雇
外
国
人
を
ね

ぎ
ら
う
勅
語
や
、
学
校
設
立
の
儀
式
な
ど
に
際
し
て
の
勅
語
で
あ
る
。
教
育
勅
語
自
体
も
こ
う
し
た
先
例
に
な
ら
っ
て
、

高
等
師
範
学
校（
今
日
の
筑
波
大
学
）に
対
し
て
発
す
る
と
い
う
プ
ラ
ン
も
あ
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

不
磨
の
大
典
た
る
大
日
本
帝
国
憲
法
の
も
と
で
、
綸
言
汗
の
如
く
出
さ
れ
た
教
育
勅
語
だ
が
、
微
妙
な
位
置
づ
け
に

あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
井
上
毅
は
起
草
段
階
か
ら
「
君
主
の
著
作
」
と
位
置
づ
け
た
。
君
主
の

著
作
と
し
て
の
教
育
勅
語
で
あ
る
が
故
に
、
改
変
す
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
学
問
の
対
象
と
し
て
解
釈
を
加
え
、
学

び
の
道
で
磨
い
て
い
く
と
い
う
か
た
ち
を
と
る
こ
と
で
、
む
し
ろ
神
聖
不
可
侵
の
権
威
を
獲
得
し
て
い
く
こ
と
に
も
な

っ
た
の
で
あ
る
。

一
　
教
育
勅
語
を
読
む

明
治
天
皇
と
そ
の
祖
先

★

―
―

★

肇
国
と
道
徳
樹
立【
第
一
文
】

教
育
勅
語
の
本
文
を
、
こ
こ
で
は
登
場
人
物
に
注
目
し
な
が
ら
読
ん
で
み
よ
う
。
本
文
は
東
京
大
学
所
蔵
の
明
治
天

皇
の
自
筆
署
名
と
天
皇
玉ぎ

ょ

璽く
じ

の
押
印
が
あ
る
も
の
を
用
い
、
正
字
な
ど
は
常
用
漢
字
に
置
き
換
え
、
句
読
点
を
振
っ
た
。

読
み
仮
名
は
当
時
の
国
定
教
科
書
の
標
準
的
な
読
み
方
を
現
代
仮
名
遣
い
に
直
し
て
振
っ
た
。
誰
が
、
誰
に
つ
い
て
述

べ
て
い
る
か
、
注
意
し
て
読
解
す
る
。
な
お
、
終
止
形
で
終
わ
る
ご
と
に
句
点
を
振
っ
て
「
第
一
文
」
と
切
っ
て
解
釈

す
る
が
、
文
部
省
の
公
式
見
解
『
聖
訓
ノ
述
義
ニ
関
ス
ル
協
議
会
報
告
』（
一
九
四
〇
年
）は
、
こ
の
第
一
文
の
終
わ
り
を
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連
用
形
と
解
釈
し
て
文
を
切
ら
な
い
。
こ
れ
は
苦
し
い
解
釈
な
の
で
私
は
採
用
し
な
い
が
、
こ
う
し
た
議
論
が
た
く
さ

ん
あ
る
の
が
、
教
育
勅
語
の
解
釈
史
な
の
で
あ
る
。

ち
ん
お
も
う
に　

わ
が
こ
う
そ
こ
う
そ
う　

く
に
を
は
じ
む
る
こ
と
こ
う
え
ん
に　

と
く
を
た
つ
る
こ
と
し
ん
こ
う

な
り

朕
惟
フ
ニ
、
我
カ
皇
祖
皇
宗
、
国
ヲ
肇
ム
ル
コ
ト
宏
遠
ニ
、
徳
ヲ
樹
ツ
ル
コ
ト
深
厚
ナ
リ
。

（
天
皇
で
あ
る
私
が
思
う
の
は
、
私
の
祖
先
で
あ
る
神
々
や
歴
代
天
皇
が
、
こ
の
国
を
始
め
た
の
は
宏
遠
な
こ
と
で
あ
り
、
道

徳
を
樹
立
し
た
の
は
深
厚
な
こ
と
で
あ
る
。）

冒
頭
の
「
朕
惟
フ
ニ
」
は
、
勅
語
に
多
い
定
型
句
で
、
勅
語
全
体
に
か
か
る
発
話
の
言
葉
で
あ
る
。
秦
の
始
皇
帝
以

来
、
中
国
で
は
皇
帝
の
み
が
、
日
本
の
明
治
時
代
で
は
明
治
天
皇
の
み
が
、
用
い
る
こ
と
が
で
き
た
一
人
称
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
本
文
全
体
は
明
治
天
皇
の
意
志
の
表
明
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
実
際
に
起
草
し
た
の
は
井
上
毅
で
あ
っ
て
、

元
田
永
孚
と
何
度
も
推
敲
し
た
の
だ
が
、
古
今
東
西
を
問
わ
ず
ト
ッ
プ
の
文
章
に
ゴ
ー
ス
ト
ラ
イ
タ
ー
が
い
る
の
は
当

然
の
こ
と
で
あ
る
。

「
我
カ
皇
祖
皇
宗
」
は
、
明
治
天
皇
の
「
皇
祖
」
や
「
皇
宗
」
と
い
う
祖
先
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
・
彼
女
ら
が
肇

ち
ょ
う

国こ
く

つ
ま
り
建
国
や
、
道
徳
の
樹
立
を
行
っ
た
。
教
育
勅
語
解
釈
の
世
界
で
は
、
ど
の
神
や
ど
の
天
皇
が
含
ま
れ
る
か
、

「
皇
祖
」
と
「
皇
宗
」
は
ど
う
違
う
の
か
と
い
う
議
論
に
な
る
。
天
皇
の
直
接
の
祖
先
で
な
い
神
も
い
る
し
、
天
皇
に

即
位
し
た
か
ど
う
か
怪
し
い
天
皇
も
い
る
。
そ
の
あ
た
り
は
置
い
て
お
い
て
、「
祖
宗
」
と
い
う
祖
先
を
表
す
熟
語
に
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「
皇
」
を
挿
入
し
た
言
葉
だ
か
ら
、
漠
然
と
祖
先
で
あ
る
神
々
と
歴
代
天
皇
と
解
釈
し
て
お
く
。

冒
頭
の
一
文
は
、
明
治
天
皇
、
そ
し
て
祖
先
の
神
々
と
歴
代
天
皇
が
登
場
人
物
で
あ
る
。
こ
の
勅
語
が
明
治
天
皇
の

意
志
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
、
同
時
に
そ
の
内
容
が
「
皇
祖
皇
宗
」
の
樹
立
し
た
道
徳
で
あ
る
と
い
う
文
脈
が
措
定

さ
れ
る
。

現
在
の
臣
民
と
そ
の
祖
先

★

―
―

★

忠
と
孝【
第
二
文
】

わ
が
し
ん
み
ん　

よ
く
ち
ゅ
う
に
よ
く
こ
う
に　

お
く
ち
ょ
う
こ
こ
ろ
を
い
つ
に
し
て　

よ
よ
そ
の
び
を
な
せ
る
は　

こ
れ
わ
が
こ
く
た
い
の
せ
い
か
に
し
て　

き
ょ
う
い
く
の
え
ん
げ
ん
ま
た
じ
つ
に
こ
こ
に
そ
ん
す

我
カ
臣
民
、
克
ク
忠
ニ
克
ク
孝
ニ
、
億
兆
心
ヲ
一
ニ
シ
テ
、
世
世
厥
ノ
美
ヲ
済
セ
ル
ハ
、
此
レ
我
カ
国
体
ノ
精
華
ニ

シ
テ
、
教
育
ノ
淵
源
亦
実
ニ
此
ニ
存
ス
。

（
我
が
臣
民
は
、
よ
く
忠
に
は
げ
み
、
よ
く
孝
に
は
げ
み
、
皆
が
心
を
一
つ
に
し
て
、
代
々
そ
の
美
風
を
つ
く
り
あ
げ
て
き
た

こ
と
は
、
こ
れ
は
我
が
国
体
の
華
々
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
教
育
の
根
源
も
ま
た
実
に
こ
こ
に
あ
る
の
だ
。）

続
く
文
章
の
主
語
は
「
我
カ
臣
民
」、
つ
ま
り
大
日
本
帝
国
憲
法
が
確
立
し
た
天
皇
の
臣
下
た
る
国
民
と
い
う
概
念

で
あ
る
。
臣
民
は
憲
法
発
布
以
前
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
は
ず
だ
が
、
こ
の
臣
民
が
永
年
に
わ
た
っ
て
行
っ
て
き
た
こ

と
を
述
べ
る
の
だ
か
ら
、
こ
こ
で
の
内
容
は
過
去
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
世
世
」
と
表
わ
し
て
い
る
が
、『
官
報
』�

や
国
定
教
科
書
で
は
「
世
々
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
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過
去
の
臣
民
は
、「
忠
」
で
あ
り
「
孝
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。「
忠
」
は
主
君
へ
の
忠
誠
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
過
去
の

臣
民
が
歴
代
天
皇
に
忠
誠
を
尽
く
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
孝
」
は
両
親
や
祖
先
へ
の
孝
行
で
あ
り
、
過
去
の
臣

民
が
そ
の
両
親
や
祖
先
に
孝
行
を
尽
く
し
た
こ
と
で
あ
る
。
忠
や
孝
が
儒
教
の
道
徳
と
し
て
定
着
し
た
概
念
で
あ
る
こ

と
を
、
儒
学
を
知
る
二
人
の
起
草
者
は
熟
知
し
て
い
る
。「
国
体
ノ
精
華
」
や
「
教
育
ノ
淵
源
」
は
、
冒
頭
一
文
に
あ

る
天
皇
の
祖
先
で
あ
る
神
々
か
ら
発
し
た
と
い
う
が
、
儒
教
を
創
始
し
た
孔
子
や
孟
子
が
天
皇
の
祖
先
で
あ
る
と
思
う

人
は
い
ま
い
。

第
二
文
の
登
場
人
物
は
「
我
カ
臣
民
」
で
あ
り
、
忠
孝
を
捧
げ
る
対
象
で
あ
る
天
皇
と
歴
代
天
皇
、
過
去
の
臣
民
の

祖
先
も
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
忠
や
孝
な
ど
の
徳
を
樹
立
し
た
は
ず
の

儒
教
の
創
始
者
で
あ
る
。

「
天
壌
無
窮
ノ
皇
運
」
に
集
約
す
る
徳
目

★

―
―

★

中
国
儒
教
と
西
洋
近
代【
第
三
文
】

な
ん
じ
し
ん
み
ん　

ふ
ぼ
に
こ
う
に　

け
い
て
い
に
ゆ
う
に　

ふ
う
ふ
あ
い
わ
し　

ほ
う
ゆ
う
あ
い
し
ん
じ　

き
ょ

う
け
ん
お
の
れ
を
じ
し　

は
く
あ
い
し
ゅ
う
に
お
よ
ぼ
し　

が
く
を
お
さ
め
ぎ
ょ
う
を
な
ら
い　

も
っ
て
ち
の
う
を

け
い
は
つ
し
と
っ
き
を
じ
ょ
う
じ
ゅ
し　

す
す
ん
で
こ
う
え
き
を
ひ
ろ
め
せ
い
む
を
ひ
ら
き　

つ
ね
に
こ
っ
け
ん
を

お
も
ん
じ
こ
く
ほ
う
に
し
た
が
い　

い
っ
た
ん
か
ん
き
ゅ
う
あ
れ
ば
ぎ
ゆ
う
こ
う
に
ほ
う
じ　

も
っ
て
て
ん
じ
ょ
う

む
き
ゅ
う
の
こ
う
う
ん
を
ふ
よ
く
す
べ
し

爾
臣
民
、
父
母
ニ
孝
ニ
、
兄
弟
ニ
友
ニ
、
夫
婦
相
和
シ
、
朋
友
相
信
シ
、
恭
倹
己
レ
ヲ
持
シ
、
博
愛
衆
ニ
及
ホ
シ
、
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学
ヲ
修
メ
業
ヲ
習
ヒ
、
以
テ
智
能
ヲ
啓
発
シ
徳
器
ヲ
成
就
シ
、
進
テ
公
益
ヲ
広
メ
世
務
ヲ
開
キ
、
常
ニ
国
憲
ヲ
重
シ

国
法
ニ
遵
ヒ
、
一
旦
緩
急
ア
レ
ハ
義
勇
公
ニ
奉
シ
、
以
テ
天
壌
無
窮
ノ
皇
運
ヲ
扶
翼
ス
へ
シ
。

（
汝
ら
臣
民
は
、
父
母
に
孝
行
を
つ
く
し
、
兄
弟
姉
妹
は
仲
良
く
、
夫
婦
は
仲
む
つ
ま
じ
く
、
友
人
は
互
い
に
信
じ
あ
い
、
恭

し
く
己
を
保
ち
、
博
愛
を
皆
に
施
し
、
学
問
を
修
め
実
業
を
習
い
、
そ
う
し
て
知
能
を
発
達
さ
せ
道
徳
性
を
完
成
さ
せ
、
更
に

進
ん
で
は
公
共
の
利
益
を
広
め
て
世
の
中
の
事
業
を
興
し
、
常
に
国
の
憲
法
を
尊
重
し
て
国
の
法
律
に
従
い
、
非
常
事
態
の
と

き
に
は
大
義
に
勇
気
を
ふ
る
っ
て
国
家
に
つ
く
し
、
そ
う
し
て
天
と
地
と
と
も
に
無
限
に
続
く
皇
室
の
運
命
を
翼
賛
す
べ
き
で

あ
る
。）

こ
の
第
三
文
で
「
皇
祖
皇
宗
」
が
樹
立
し
た
徳
目
が
列
記
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
内
容
が
区
分
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
か

ら
を
第
二
段
と
す
る
解
釈
が
国
定
教
科
書
な
ど
で
採
用
さ
れ
て
い
た
が
、
起
草
過
程
に
お
い
て
も
東
大
所
蔵
本
や
官
報

版
に
お
い
て
も
段
落
は
切
ら
れ
て
い
な
い
。
国
定
教
科
書
で
広
が
っ
た
こ
の
段
落
分
け
は
、『
聖
訓
ノ
述
義
ニ
関
ス
ル

協
議
会
報
告
』
と
第
五
期
国
定
教
科
書
で
戦
時
下
に
至
っ
て
や
っ
と
訂
正
さ
れ
た
。

こ
こ
で
の
登
場
人
物
は
明
治
天
皇
が
呼
び
か
け
た
「
爾
臣
民
」、
現
在
の
臣
民
で
あ
る
。
こ
の
一
文
は
「
扶
翼
ス
ヘ

シ
」
で
終
わ
っ
て
い
る
か
ら
、
臣
民
へ
の
命
令
で
あ
る
。

徳
目
の
前
半
、「
父
母
ニ
孝
ニ
」
以
下
は
、
明
確
に
儒
教
の
徳
目
を
意
識
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
ま
で
に
日
本
に
定

着
し
た
儒
教
の
五
倫（
父
子
の
親
、
君
臣
の
義
、
夫
婦
の
別
、
長
幼
の
序
、
朋
友
の
信
）と
五
常（
仁
、
義
、
礼
、
智
、
信
）を
前

提
と
し
て
、
表
現
を
少
し
変
え
て
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
る
こ
と
が
明
確
で
あ
る
。
こ
れ
は
常
識
的
に
は
、
孔
子
や
孟
子
を

始
め
儒
家
が
ま
と
め
た
儒
教
の
道
徳
だ
が
、
第
一
文
で
宣
言
し
た
と
お
り
に
「
皇
祖
皇
宗
ノ
遺
訓
」
と
読
み
取
る
。
第




